


山陰道 三隅・益田道路の概要
○山陰道 三隅・益田道路は、緊急輸送道路の確保、第三次救急医療機関へのアクセス向上、広域観光ルートの形

成を目的とした延長15.2kmの事業であり、令和８年３月２８日（土）に開通します。

起 終 点
起点：島根県浜田市三隅町

終点：島根県益田市遠田町

計 画 延 長 １５．２km

道 路 規 格 第１種第３級

設 計 速 度 ８０km/h

車 線 数 暫定２車線

はまだ みすみ

ますだ とおだ

事業概要

しまね

しまね

計画概要図

L=6.4ｋｍL=15.2ｋｍ L=6.5ｋｍL=14.5ｋｍ

益田市

浜田市

江津市

1 681 68

2 162 16

浜田港

萩・石見空港

1 191 19

L=14.5ｋｍL=7.1ｋｍ
当面現道活用区間

Ｈ22.3.27開通

遠田ＩＣ

石見三隅ＩＣ

L=6.4ｋｍ
H28.12.18開通

L=8.1ｋｍ
H27.3.14開通

西村ＩＣ
浜田港ＩＣ

原井ＩＣ

浜田ＩＣ

江津ＩＣ
石見福光ＩＣ

久城ＩＣ高津ＩＣ

L=約7ｋｍ

９９

Ｌ＝2.6ｋｍ

至 山口

至 松江

萩石見空港ＩＣ

1 191 19

９９

９９

益田道路 三隅・益田道路 浜田・三隅道路 浜田道路 江津道路 浅利～江津間福光・浅利道路

相生ＩＣ

竹迫ＩＣ

Ｈ19.3.24開通
Ｌ＝1.7ｋｍ

至 萩
浜田東ＩＣ

江津西ＩＣ

益田西道路

L=9.1ｋｍ

須子ＩＣ

戸田ＩＣ（仮称）

浅利ＩＣ（仮称）

白上ＩＣ
（仮称）

田万川ＩＣ
（仮称）

久城～高津

L=2.8km

有料区間（NEXCO西日本 管理） （事業中）（事業中）

（事業中）

岡見ＩＣ
おかみ鎌手ＩＣ

かまて

令和８年3月28日開通予定
※鎌手ＩＣは令和８年夏

延長15.2km

標準断面図

【土工区間】 【橋梁区間】

【トンネル区間】

【インターチェンジ（IC）名称】

決定名称 所在地

岡見ＩＣ 浜田市三隅町

鎌手ＩＣ 益田市西平原町
かまて

おかみ はまだ  みすみちょう         

ますだ  にしひらばらちょう

【案内標識】

今回開通区間

＜凡 例＞

山陰道（開通区間）

山陰道（事業中区間）

高規格道路

一般国道

主要地方道

一般県道

遠田IC付近
工程精査中



山陰道 三隅・益田道路の概要

E9

みすみ ますだ
位置図

＜凡 例＞

山陰道（開通区間）

山陰道（事業中区間）

一般国道（直轄）

主要地方道

一般県道

至 山口

至

松
江

三隅・益田道路 延長15.2km
益
田
市
遠
田
町

浜
田
市
三
隅
町

益田市

浜田市

ま
す
だ

と
お
だ
ち
ょ
う

は
ま
だ

み
す
み
ち
ょ
う

石見三隅IC
いわみみすみ

岡見IC
おかみ

鎌手IC
かまて

遠田IC
とおだ

硬い岩盤の
掘削箇所

令和８年３月２８日 開通予定
（鎌手ＩＣは令和８年夏）

湧水・法面亀裂発生箇所
【遠田IC付近工程精査中】

R7.2.7記者発表資料

至山口

至松江

至山口

至松江

道路改良工事 施工状況

トンネル舗装工事 施工状況 橋梁工事 施工状況

写真①

写真⑤

至山口

至松江

写真④

至山口

至松江
写真③-1

道路改良工事 施工状況
硬い岩盤の掘削箇所

三隅・益田道路

至山口

至松江

舗装工事 施工状況

写真②

硬い岩盤の掘削（割岩工法）
硬い岩盤の掘削箇所

写真③-2

写真③-2

令和7年12月撮影

※硬い岩盤掘削時の状況



鎌手ICの供用形態について
かま て

Ｒ８年３月２８日 開通時

本線の通過のみ可能

至 国道９号

E9
至

山
口

至

松
江

至

松
江

至

山
口

至 国道９号

E9

鎌手ICのランプは通行できません

R8年夏（完成後）

鎌手ICのランプは通行できません



【参考】遠田IC付近の供用形態について
とお だ

R7.2.7記者発表を加工

遠田高架橋

遠田ＩＣ終点側 掘削工事施工中

至浜田

至山口

至山口

至松江

現状（施工中）

三隅・益田道路

益田道路

国
道
９
号 掘削・法面工事施工中

遠田IC入口交差点

遠田高架橋

遠田ＩＣ終点側 掘削工事施工中

至浜田

至山口

至山口

至松江

Ｒ８年３月２８日 開通時

三隅・益田道路

益田道路

国
道
９
号

遠田IC入口交差点

遠田高架橋

至浜田

至山口

至山口

至松江

将来（完成後）

三隅・益田道路

益田道路

国
道
９
号

遠田IC入口交差点

三隅・益田道路本線 通行できません

※開通形態の見直し



【山陰道未整備（国道９号）】約70分

【現況】約56分

【三隅・益田道路開通後】
約46分
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11,839 

5,109 

9,002 

7,903 

18,264 

11,839 
13,012 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

【断面①】
久城IC
～遠田IC

【断面②】
鎌手IC
～岡見IC

【断面③】
石見三隅IC
～西村IC

交
通
量

[台
/日

]

国道9号 山陰道

主要都市間の所要時間短縮
○島根県西部では、主要都市（益田市～浜田市）の移動に時間を要しています。

山陰道（三隅・益田道路）の整備により、益田市役所～浜田市役所の移動時間は約10分短縮される見込みです。

○三隅・益田道路の前後区間では約4～6割が山陰道を利用しており、三隅・益田道路も多くの転換が見込まれ、産
業や観光等への効果が期待されます。

約14分
短縮

資料：全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅行速度 上下平均 市道は20km/hとして算出
【山陰道未整備】H22全国道路・街路交通情勢、全線を国道9号利用として算出
【現況および三隅・益田道路開通後】 R3全国道路・街路交通情勢調査 三隅・益田道路は70km/hとして算出

益
田
市
役
所

浜
田
市
役
所

[49%]

[61%]

資料：令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査

今回開通区間
令和８年３月２８日開通予定

延長15.2km

[51%]
[39%]

遠田IC
岡見IC

石見三隅IC

久城IC

西村IC

原井IC
浜田港IC 竹迫IC

相生IC

浜田IC

高津IC

Ｅ９

Ｅ９

Ｅ７４

9

186

191

9

9

9

金木SIC

浜田東IC

江津西IC

至 山口

至 萩

至 松江

至 広島

萩・石見空港IC

須子IC白上IC
(仮称)

戸田IC
(仮称)

N

浜田市

益田市

江津市

位置図

所要時間短縮効果 主要断面の交通量(現況)

【断面①】

【断面②】

鎌手IC

【断面③】

＜凡 例＞

山陰道（開通区間）

山陰道（事業中区間）

高規格道路

一般国道

主要地方道

一般県道
益田市役所

浜田市役所

約24分
短縮

（今回の開通により現況と比べて約10分短縮）



①木材伐採

③パルプ製造

④繊維製造

①木材伐採 益田市

浜田市

江津市

益田市の工場

江津市の工場

益田市の工場

四国・関西へ
出荷

②チップ製造

山陰道沿線各地域の主な産業の繋がり

・当社は国内唯一のレーヨン繊維製造工場です。近年生産量は

増加していますが、今後も増加させていきたいです。

・素材産業として原料の入荷など取引が多く、物流が活発です。
・主要原料が予定通りに供給されることが、安定した生産活動には重要です。
安定的な出荷により製造管理も容易になります。

（R7.12 繊維製造業Ａ社ヒアリング）

・木材出荷、パルプ生産、レーヨン繊維生産の一連の製造

過程の中で山陰道が活用されています。

・原木伐採が人材不足ですが、山陰道整備で輸送コストが

削減できれば、設備投資に充てることも可能となり、事

業の生産性が向上します。
（R7.12 原木・チップ製造業者ヒアリング）

○山陰道沿線では、木材伐採からチップ製造、パルプ製造、繊維製造までを域内の主要企業間で行っています。

○山陰道（三隅・益田道路）の整備により、地域間の速達性や定時性が向上することで、地域を支える主な産業間の
繋がりが強化され、沿線地域の生産性の向上が期待されます。

地域を支える主な産業の活性化

〈企業の声〉

Tシャツ、制汗シート、フェイスマスクの素材である
「レーヨン」を製造（年間22,000t）

＜益田市内の繊維業＞
三隅・益田道路

＜凡 例＞

山陰道（開通区間）

山陰道（事業中区間）

山陰道（計画区間）

高規格道路

一般国道

主要地方道

一般県道

9

186

261

315
191

9

Ｅ９

Ｅ７４Ｅ９

191

九州へ出荷

9

L=15.2km

パルプ 33%

苛性ソーダ 29%

濃硫酸 33%

二硫化炭素 5%

島根県における繊維製品の
製造品出荷額割合

繊維製造業Ａ社の
主要原材料の入荷割合

（資料：R2経済センサス）

島根県合計：264億円

益田市
41％

益田市
41%

出雲市 36%

浜田市 10%
松江市 4%
江津市 3%
雲南市 3% 大田市 2%

安来市 1%

（重量（ｔ）ベース）（年間入荷量約66,000t）

島根県内
から入荷

主に山口方面
広島方面
岡山方面から

入荷

主に山口方面
九州方面
広島方面
岡山方面から

入荷

九州から入荷

（資料：繊維製造業A社ヒアリング）

益田市が
約4割を占める
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○江津市では、日本三大瓦の一つである石州瓦が製造されており、出荷先は山口・九州方面が多くなっています。

○国道９号での輸送は急カーブ・急勾配区間により、瓦の破損等の出荷ロスが発生しています。

○三隅・益田道路の整備により、走行の安定化が図られ、出荷ロスの減少による輸送効率の向上が期待されます。

日本三大瓦・石州瓦の物流活動の支援

並行する国道９号の道路構造

山陰道は
走行が安定

（一般道の約9割減）

＜区間設定＞ 未開通区間：国道9号遠田～石見三隅間
開通区間：浜田・三隅道路（ランプ部を除く）

＜資料＞ ETC2.0プローブデータ（R6.4～R7.3 平日 7時台～18時台）
減速度・左右加速度が0.3Gを超える挙動を危険挙動と定義

三隅・益田道路の開通後は
瓦の破損ロス減少による輸送効率向上が期待

島根県

山口県

浜田・三隅道路

L=15.2km
三隅・益田道路

製造される石州瓦

凡 例
 ：瓦製造企業

江津市

瓦の全国出荷量割合 石州瓦の出荷先割合 石州瓦の製造企業 位置図

現道と山陰道の危険挙動発生頻度の比較

〈関係者の声〉
・製品の破損防止策として、緩衝材（クッ

ション）を入れて梱包していますが、国
道9号はカーブやアップダウンが多いため、
瓦の破損等輸送時ロスが発生することが
あります。

・山陰道が繋がれば配送時間短縮になり、
販路も広がると期待しています。

・また、走行性向上による製品の輸送時ロス
率の減少に期待しています。

・時間短縮や安全性の向上によって運転手の
ストレス軽減につながると考えています。

（R7.12 石州瓦工業組合ヒアリング）

全国シェア2位

資料：経済構造実態調査（R6年度） 資料：石州瓦工業組合提供（R7年度）

三州瓦（愛知）
76.6％

淡路瓦（兵庫）
5.7％

その他 7.3％

石州瓦（島根）
10.4％

山口・九州方面が約4割

遠田IC

鎌手IC

岡見IC

石見三隅IC

西村IC

原井IC

浜田港IC
Ｅ９

9

9

至 萩

至 

松
江

N

浜田市

益田市

三隅・益田道路
L=15.2km

浜田・三隅道路

急ｶｰﾌﾞ・急勾配
区間 急ｶｰﾌﾞ・急勾配

区間

凡 例   ：急ｶｰﾌﾞ区間（R<150m）   ：急勾配区間（i>5.0%）

＜凡 例＞

山陰道（開通区間）

山陰道（事業中区間）

高規格道路

一般国道

主要地方道

一般県道

九州・山口
42.2％

島根
13.9％

中国地方
(山口・島根除く)

24.7％

四国地方 1.7％

近畿以東 17.5％



萩市

山陰地域の観光周遊の促進
○周辺地域には、「しまね海洋館アクアス」や「有福温泉」などの観光施設や温泉地が多く立地しています。

○西部地域のゲートウェイとなる萩・石見空港の搭乗者数はコロナ禍で減少しましたが、回復傾向にあります。
また、浜田港へのクルーズ船の寄港回数は増加傾向にあります。

○三隅・益田道路の開通により、萩・石見空港～しまね海洋館アクアスや、浜田港～津和野、温泉地などへのアクセ
ス性が向上することで、滞在時間の増加や周遊観光の促進が期待されます。

周辺地域における主要な観光施設

太皷谷稲成神社 

道の駅なごみの里

道の駅
シルクウェイにちはら

島根県芸術文化センター
グラントワ

浜田お魚市場

道の駅 サンピコごうつ

万葉公園

萩・石見空港

美又温泉

有福温泉

旭温泉

湯屋温泉三隅・益田道路
L=15.2km

益田市

山口県

島根県

至 

下
関

至 松江

浜田市

邑南町

江津市 川本町

大田市

美郷町

広島県
津和野町

吉賀町

石見海浜公園

〈関係者の声〉
・観光ツアーはクルーズ船の出航までに港に戻る必要が

あるため、移動時間の長さが課題となっています。

・津和野方面へのツアーは人気があるため、
山陰道整備により、ツアー時間の余裕が増える
ことを期待しています。

（R7.12 島根県観光振興課ヒアリング）

三瓶山
石見銀山

道の駅 ごいせ仁摩

道の駅
インフォメーション
センターかわもと道の駅 ゆうひパーク浜田

＜凡 例＞

山陰道（開通区間）

山陰道（事業中区間）

山陰道（計画区間）

高規格道路

一般国道
主要な観光地
(R6観光入込客数10万人以上)

主要な温泉地

9

186

191

261

315

375

4889

9

191

Ｅ２

Ｅ７４

Ｅ９

Ｅ２A

Ｅ２A

Ｅ９

2回

4回

1回

3回 3回

2回

0回 0回 0回 0回

1回

4回

0

1

2

3

4

5

H26 H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

クルーズ船寄港回数

萩・石見空港の搭乗者数

寄
港
回
数

[回
/年

]

クルーズ船の周遊観光

コロナ禍の
影響で減少

R6年以降は
寄港が再開

資料：浜田港振興会HP
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資料：島根県HP・羽田便

コロナ禍の
影響で減少 回復傾向

しまね海洋館アクアス

浜田港

美都温泉

温泉津温泉

浜田港～津和野の
ツアールート

萩・石見空港～
しまね海洋館アクアスのアクセス



約1,513,000

約1,500,000

三隅・益田道路
開通前

三隅・益田道路
開通後

CO
2排

出
削
減
量

[ト
ン

/年
]

○三隅・益田道路に並行する国道９号は、信号交差点や線形不良箇所が点在しているため、速度が低いほか
車両の加減速が繰り返されており、CO2の排出量が多い状態となっています 。

○三隅・益田道路の開通によって、山陰道への交通転換や、速度向上によるCO2排出量の削減効果が期待されます。

低炭素社会の実現

須子IC

萩・石見空港IC 高津IC
久城IC 西村IC

浜田港IC

原井IC

竹迫IC

相生IC

浜田IC

浜田JCT

鎌手駅前

遠田IC

鎌手IC

岡見IC 石見三隅IC
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山陰道整備済区間は速度が安定

国道9号は線形不良や
信号停止により加減速を繰り返す

山陰道整備済区間は速度が安定

国道9号は線形不良や
信号停止により加減速を繰り返す

三隅・益田道路
その他山陰道
国道9号現道

「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠
（平成22年度版 国土技術政策総合研究所）」を基に、交通量推計結果を用いて試算

資料：ETC2.0プローブデータ R6.10平日 昼間12時間平均速度

山陰道・国道9号の旅行速度 CO2排出量の変化
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小型車類
大型車類

低速走行時は
CO2排出量が増加

（参考）平均走行速度とCO2排出量の相関

資料：「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠
（平成22年度版 国土技術政策総合研究所）」

（参考）排出量変化のイメージ
開通前

開通後
交差点がなく線形のよい

三隅・益田道路に交通転換
安定した走行が可能となり

CO2排出量が減少

9

Ｅ９

信号交差点や線形不良により
CO2排出量が多い

CO2排出量の減少が期待
(13,000トン/年)

152万

151万

150万

149万

148万

三隅・益田道路
L=15.2km



人対車両 2件 5%
正面衝突 2件 6%

追突 22件 63%

出会い頭 4件 11%

右左折 1件 3%

その他車両相互 2件 6%
車両単独 2件 6%

5.7% 0.9%

14.3%

8.5%

80.0% 90.7%

0%
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30%

40%
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三隅・益田道路並行区間 全国

死亡事故
重傷事故
軽傷事故

並行する国道９号の急カーブ・急勾配区間及び重大事故の発生箇所

○並行する国道9号には急カーブや急勾配など、道路構造に課題のある区間が存在しています。

○速度低下や速度差などが原因と考えられる追突事故など、4年間に35件の事故が発生しており、死傷事故率が全国平均
以上となる区間が多数存在し、死亡・重傷事故の発生割合も全国平均より高くなっています。

○三隅・益田道路に交通が転換することによって、国道９号における死傷事故の減少が期待されます。

交通事故の減少

H20.10.29（浜田市三隅町岡見）

全面通行止め：2時間30分
最長渋滞長：約5km（上り）

写真②

資料：ITARDA(R2-R5)

R2～R5
35件

資料：死傷事故率(区間別)：交通事故統合データベース(R2-R5)
  死傷事故率の全国平均値：交通統計（R5・44.7件/億台キロ）
交通量：R3年度全国道路・街路交通情勢調査

並行する国道９号の事故類型 死亡・重傷事故の発生割合

遠田IC
石見三隅IC岡見IC

鎌手IC

至

山
口
市

至

松
江
市

三隅・益田道路 L=15.2km
みすみ   ますだ

益
田
市
遠
田
町

ま
す
だ

と
お
だ

浜
田
市
三
隅
町

は
ま
だ

み
す
み

浜田市役所
三隅支所

R=100

R=140

R=100

R=120 R=140 R=140

R=120
R=100

i=5.9%i=5.1%i=5.9%

や
ま
ぐ
ち

ま
つ
え

59.4（件/億台ｷﾛ）
小野交差点

信号交差点（県道212号交点)
134.1（件/億台ｷﾛ）

石見三隅IC入口交差点
134.1（件/億台ｷﾛ）

11,540台/日
11,839台/日

118.7（件/億台ｷﾛ）
信号交差点（県道171号交点) 59.4（件/億台ｷﾛ）

交差点

59.4（件/億台ｷﾛ）
交差点

57.9（件/億台ｷﾛ）
交差点

57.9（件/億台ｷﾛ）
交差点

資料：ITARDA(R2-R5)

益田市木部町

線形不良箇所
（R=100）

至 松江市

写真①

写真①②

凡 例
＜事故発生箇所＞

死亡事故発生箇所
重傷事故発生箇所

＜死傷事故率＞
44.7件/億台キロ未満（全国平均未満）
44.7件/億台キロ以上（全国平均以上）
100件/億台キロ以上

＜その他＞
急カーブ区間（R<150m）
急勾配区間（ｉ＞5.0%）

100%

90%

全国平均と比べて
死亡・重傷事故の割合が高い



発生年度 全面通行止め 片側交互通行
件数 規制時間(h:m) 件数 規制時間(h:m)

H18 1 0:13 ー ー
H19 1 0:18 3 7:15
H20 2 3:21 ー ー
H21 ー ー 4 917:35
H22 ー ー ー ー
H23 1 0:26 2 1:20
H24 1 1:16 7 10:48
H25 1 0:33 1 0:35
H26 1 1:00 2 0:30
H27 2 1:53 3 4:59
H28 ー ー 4 31:47
H29 7 7:41 8 22:57
H30 ー ー 2 5:32
R1 ー ー ー ー
R2 1 0:27 4 3:40
R3 ー ー ー ー
R4 ー ー 2 0:34
R5 ー ー ー ー
R6 ー ー ー ー
R7 ー ー ー ー
合計 18 17:08 42 1007:32
平均 0.9 0:51 2.1 50:22

浜田市役所

益田
市役所

通常時と比較して、
約２倍の時間が必要

N

迂回時
距 離：97ｋｍ
所要時間：118分

通常時（現況）
距 離：42ｋｍ
所要時間：56分

写真②

写
真
④ 県道以上で事前通行規制

区間が無く、2車線が確保
されているルートを設定。

写
真
①

写真③

浜田三隅道路＋国道９号

国道191号
＋国道186号

○並行する国道9号では全面通行止め等の通行規制が年間平均2回発生しており、通行止めが発生した場合、周辺の
道路は狭幅員区間が多いため、大きな迂回を強いられることとなり、生活や物流活動に大きな支障をきたしています。

○三隅・益田道路の整備により、災害や異常気象時の代替路が確保され、道路の安全性・信頼性が向上します。

通行規制発生時の代替路確保

平成21年7月21日の豪雨※では、
益田市木部町大浜付近で発生した
のり枠変状、擁壁変状時に伴う片
側交互通行規制の影響で、益田側
では最大800mの渋滞が発生。

◆上り線（益田側）の渋滞状況
至 益田

片側交互通行規制
39日間

7/21～8/28

※平成21年7月中国・九州北部豪雨 至 松江

写真④

※事故・災害による通行規制を対象とする。
 片側交互通行規制42回のうち11回は全面通行止めから移行

国道９号 三隅町役場

写真① 写真②

平成21年7月 片側交互通行
（益田市木部町）

昭和58年7月水害（浜田市三隅町）

写真③

至 益田市街

急カーブ・急勾配が連続

年間平均2回の通行規制が発生

迂回路：国道１９１号
（益田市美都町）

※所要時間：R3全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度より算出

並行する国道９号の通行規制実績（H18～R4）通行止め発生時の迂回路

三隅・益田道路
L=15.2km

30mm/h
150mm

30mm/h
150mm

800m

＜凡 例＞

山陰道（開通区間）

山陰道（事業中区間）

高規格道路

一般国道

主要地方道

一般県道
迂回時ルート
全面通行止め発生箇所
（H18～R6）
片側通行規制発生箇所
（H18～R6）



○島根県西部には、3次救急医療機関（浜田医療センター）に60分で到達できない地域が存在しています。

○三隅・益田道路の整備により、搬送時間の短縮や搬送時の横揺れの減少など、患者の負担軽減が期待されます。

搬送時間短縮・走行性向上による患者の負担軽減

三隅・益田道路に並行する
国道９号は急ハンドル操作が多く

患者への影響が大きい

三隅・益田道路の開通後は
安定走行が実現し

患者負担軽減が期待される

島根県

広島県

９

191

186

三隅・益田道路
L=15.2km

浜田医療センター（第3次医療施設）

９

９

山口県

島根県西部には
３次救急医療機関

６０分圏域外の地域が存在

三隅・益田道路 開通後は
60分圏域人口が約２千人増加

：三隅・益田道路 開通前
≪道路条件≫ 開通前 ：現況道路網 開通後：現況＋三隅・益田道路が開通

：三隅・益田道路 開通後に加わる地域

≪速度条件≫ R3年度全国道路・街路交通情勢調査規制速度
三隅・益田道路、浜田・三隅道路（原井IC～石見三隅IC）：70km/h

※圏域人口は益田市と津和野町で算出
（資料：令和2年国勢調査メッシュデータ）

浜田・三隅道路
原井IC～石見三隅IC

【開通前】一般国道９号+浜田・三隅道路
益
田
市
役
所

57分
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

【開通後】三隅・益田道路+浜田・三隅道路

45分 約12分
短縮

三隅・益田道路に並行する国道9号 浜田・三隅道路【山陰道】

N 三隅港

浜田港

浜田医療センター
（第3次医療施設）

25.2回/千台キロ 2.6回/千台キロ

急ｶｰﾌﾞ・急勾配
区間

至

松
江
市

至

山
口
市

石
見
三
隅
IC

西
村

原
井浜

田
港

遠田IC

IC IC
IC

９

９

三隅・益田道路開通前後の浜田医療センター60分到達圏 三隅・益田道路開通前後の所要時間

現道と山陰道の危険挙動発生回数の比較

〈関係者の声〉
・現在、遠田IC～石見三隅IC間は国道9号を走行。路面状態が悪く道路

幅も狭いため、段差等がある場所やカーブの多い場所では、患者への

負担を考慮し速度を落として走行している。そのため、病院への搬送

に時間を要している。

・三隅・益田道路が開通することで、事故や災害時の代替道路として機

能し、三次救急医療機関への搬送時間の短縮、走行性の改善により、

患者への負担が軽減され、安全性も確保される。（R7.12 益田広域消防本部ヒアリング結果）

N

急ｶｰﾌﾞ・急勾配
区間

久城IC

凡 例   ：急ｶｰﾌﾞ区間（R<150m）   ：急勾配区間（i>5.0%）

＜資料＞ ETC2.0プローブデータ（R6.4～R7.3 平日 7時台～18時台）
減速度・左右加速度が0.3Gを超える挙動を危険挙動と定義

資料：
令和3年度 全国道路
・街路交通情勢調査
混雑時旅行速度
（益田→浜田向き）
・三隅・益田道路は70km/h
市道は20km/hとして算出
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